
地
域 

再
生 

各
地
の
ホ
ッ
ト
イ
シ
ュ
ー 

【
第
二
回
】中
国
地
方 

社
団
法
人
　
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　 

地
域
経
済
研
究
部
　
研
究
員
　

江
種 

浩
文 

地
域
内
部
の
連
携
に
よ
る 

　
　
も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成 

経
歴
◆
二
〇
〇
一
年
慶
應
義
塾
大
学
大 

学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
労 

働
経
済
学
専
攻
）
、
同
研
究
科
博
士
課 

程
を
経
て
〇
三
年
よ
り
現
職
。
主
に
人 

材
育
成
、
雇
用
、
人
事
な
ど
労
働
分
野 

の
調
査
研
究
に
従
事
。 
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岡山県 
津山地域 

島
根
県
 

　
製
造
業
の
業
況
判
断
は
回
復
を
続
け
、
日

本
経
済
も
上
向
き
と
の
見
方
が
強
い
。
製
造

業
が
多
く
集
積
す
る
中
国
地
方
で
も
、
景
気

動
向
に
関
す
る
指
標
は
他
地
域
と
比
べ
良
好

で
あ
り
、
地
域
の
人
々
の
間
に
も
景
気
回
復

感
が
広
が
っ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
を

乗
り
切
る
た
め
、
製
造
業
各
社
で
は
経
営
の

効
率
化
が
進
め
ら
れ
、
も
の
づ
く
り
の
現
場

も
大
き
く
変
化
し
た
。
な
か
で
も
、
若
年
者

の
採
用
抑
制
や
非
正
規
社
員
の
増
加
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
に
と
っ
て
利
益
に
直

結
せ
ず
、
長
期
的
な
取
り
組
み
を
必
要
と
す

る
若
手
社
員
の
人
材
育
成
は
、
長
い
間
放
置

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
「
二
〇
〇
七
年
問

題
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
日

本
の
製
造
業
の
国
際
競
争
力
を
支
え
た
製
造

現
場
の
技
術
・
技
能
は
、
間
違
い
な
く
喪
失

の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。 

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
教
育
機
関
や

行
政
な
ど
、
産
業
集
積
内
部
で
の
連
携
に
よ

る
人
材
育
成
が
期
待
を
集
め
、
各
地
で
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

日
本
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
過
去
と
現

在
を
概
観
し
た
の
ち
、
中
国
地
方
に
お
け
る

産
業
集
積
内
部
の
人
材
育
成
事
例
を
報
告
す

る
。 
 

　
１
．日
本
企
業
の
人
材
育
成
と 

　
　
も
の
づ
く
り
技
術
・
技
能
の 

　
　
継
承 

　
日
本
企
業
で
は
、
従
来
か
ら
会
社
主
導
に

よ
る
人
材
育
成
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
会
社
が
主
導
し
て
人
材
育
成

を
進
め
る
こ
と
で
、
社
員
の
能
力
を
高
め
る

と
同
時
に
、
会
社
に
対
す
る
忠
誠
心
や
帰
属

意
識
を
高
め
、
同
一
企
業
へ
の
定
着
を
促
し

た
。
そ
し
て
、
優
秀
な
人
材
ほ
ど
社
員
教
育

に
熱
心
な
会
社
に
入
社
す
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
で
、
人
的
投
資
の
加
速
が
投
資
効
率
の
高

い
人
材
を
呼
び
込
み
、
優
秀
な
人
材
が
長
期

的
に
勤
続
す
る
好
循
環
が
形
成
さ
れ
た
。
会

社
と
社
員
と
の
結
び
つ
き
は
運
命
共
同
体
と

な
り
、
人
的
資
本
の
蓄
積
が
日
本
経
済
の
成

長
を
効
果
的
に
高
め
た
の
で
あ
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
は
過
去

の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
平
成
不
況
下
の

経
営
効
率
化
に
よ
り
、
人
的
投
資
費
用
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
た
。
無
論
、
こ
の
問
題
は
企

業
だ
け
の
責
任
に
帰
着
す
る
も
の
で
は
な
く
、

労
働
市
場
の
流
動
化
が
示
す
就
業
者
意
識
の

変
化
や
、
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー
タ
ー
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
就
業
意
欲
の
低
下
は
、
外
部
要
因

と
し
て
人
的
投
資
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
。 

こ
う
し
た
現
状
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
経

済
成
長
を
支
え
て
き
た
製
造
業
で
顕
著
に
表

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
も
の
づ
く
り
の
現

場
で
は
若
者
の
入
職
減
や
定
着
率
低
下
に
よ

り
団
塊
世
代
の
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
彼

ら
の
退
職
が
量
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
質
的

な
面
で
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
製
造

業
の
国
際
競
争
力
は
、
製
造
現
場
の
創
意
工

夫
や
継
続
的
な
改
善
活
動
に
あ
る
と
さ
れ
、

そ
こ
で
中
心
的
な
役
割
を
演
じ
た
団
塊
世
代

の
能
力
は
、
海
外
製
品
と
の
コ
ス
ト
競
争
と

一
線
を
画
す
高
品
質
製
品
を
生
み
出
し
た
。

彼
ら
の
退
職
に
よ
り
、
も
の
づ
く
り
現
場
の

屋
台
骨
を
支
え
た
中
核
的
な
技
術
・
技
能
を

失
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

　
２
．産
業
集
積
に
よ
る 

　
　
人
材
育
成
の
取
り
組
み 

　
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
教
育

機
関
や
行
政
、
経
済
団
体
な
ど
産
業
集
積
内

部
で
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「
企
業
」
あ
る
い
は
「
社

員
（
従
業
者
本
人
）
」
に
よ
る
人
的
投
資
の

色
合
い
が
強
か
っ
た
人
材
育
成
に
お
い
て
、

「
産
業
集
積
」
と
い
う
新
た
な
投
資
推
進
主

体
の
可
能
性
を
試
す
も
の
で
あ
る
。
経
済
産

業
省
の
「
産
学
連
携
製
造
中
核
人
材
育
成
事

業
」
や
「
高
等
専
門
学
校
等
を
活
用
し
た
中

小
企
業
人
材
育
成
事
業
」
も
、
そ
の
枠
組
み

で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
地
方
で
も
同

事
業
で
数
件
が
採
択
さ
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
や
講
義
・
実
習
が
始
ま
っ
て
い
る
。
以
下

で
は
、
そ
の
中
か
ら
高
専
活
用
に
よ
っ
て
人

材
育
成
を
進
め
る
二
つ
の
地
域
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。 

 

①
岡
山
県
津
山
地
域 : 

ス
テ
ン
レ
ス
加
工
に
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携
わ
る
若
手
技
術
者
の
育
成 

　
岡
山
県
津
山
市
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
全

国
で
も
有
数
の
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
業
の
集
積

地
で
あ
り
、
食
品
加
工
装
置
や
医
薬
品
製
造

装
置
な
ど
資
本
財
の
部
品
・
部
材
加
工
を
行

っ
て
い
る
。
高
度
な
加
工
技
術
に
よ
っ
て
海

外
製
品
と
の
差
別
化
が
な
さ
れ
、
共
同
受
注

グ
ル
ー
プ
「
津
山
ス
テ
ン
レ
ス
ネ
ッ
ト
」
に

よ
る
高
付
加
価
値
加
工
技
術
の
開
発
や
各
地

で
の
展
示
会
出
展
な
ど
の
効
果
も
あ
り
、
各

社
の
売
上
や
雇
用
は
現
在
も
伸
び
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
津
山
地
域
で
も
熟
練
工
の
高
齢

化
は
著
し
く
、
豊
富
な
受
注
量
を
抱
え
る
た

め
若
手
技
術
者
へ
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
も
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
今
後
需
要
が
伸
び

る
と
予
想
さ
れ
る
サ
ニ
タ
リ
ー
分
野
（
飲
食

料
品
・
医
薬
品
関
連
設
備
）
や
ハ
イ
テ
ク
分

野
（
半
導
体
・
液
晶
製
造
設
備
）
で
の
ス
テ

ン
レ
ス
加
工
で
は
、
よ
り
高
度
な
技
術
が
必

要
と
考
え
ら
れ
た
。 

　
そ
こ
で
、
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
と
地

元
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
若
手
技
術
者
に

ス
テ
ン
レ
ス
加
工
の
重
要
技
術
を
体
系
的
に

教
育
す
る
こ
と
に
し
た
。
機
械
加
工
、
板
金

加
工
、
溶
接
の
す
べ
て
を
教
育
し
、
測
定
・

Ｑ
Ｃ
技
術
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
技
術
も
習
得
さ
せ

る
こ
と
で
、
基
礎
技
術
を
固
め
、
有
望
分
野

で
の
加
工
技
術
の
足
掛
か
り
と
す
る
。
指
導

役
は
津
山
高
専
の
教
員
や
地
元
企
業
の
ベ
テ

ラ
ン
社
員
が
担
い
、
各
社
の
加
工
現
場
で
の

実
習
も
予
定
し
て
い
る
。 

　
育
成
事
業
は
、
平
成
二
〇
年
以
降
の
自
主

運
営
に
よ
り
若
手
技
術
者
へ
の
教
育
を
継
続

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

地
域
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
業
が
一
体
と
な
っ
て

技
術
開
発
や
商
品
開
発
に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
中
国
地
域
を
代
表
す
る
産
業

ク
ラ
ス
タ
ー
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。 

 

②
島
根
県
東
部
地
域 : 

「
し
ま
ね
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　
島
根
県
に
は
東
部
地
域
（
松
江
市
、
出
雲

市
、
安
来
市
な
ど
）
を
中
心
と
し
て
、
機
械

金
属
工
業
の
集
積
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は

部
品
製
造
や
部
材
加
工
の
下
請
形
態
で
あ
り
、

元
請
生
産
拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
や
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の

厳
格
化
に
よ
り
、
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。 

　
そ
こ
で
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
を
高
度

化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
次
世
代
有
望
産
業
分

野
と
の
融
合
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
に
向

け
て
、
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
に
よ
る
技

術
者
教
育
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
研
究
会
に

よ
る
県
内
企
業
の
技
術
向
上
を
開
始
し
た
。 

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
基
礎
講
座
」
と
「
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
に

よ
る
設
計
・
生
産
技
術
者
講
座
」
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
。
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
は
、
機
械

を
電
子
工
学
や
マ
イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
技
術

に
よ
っ
て
知
能
化
さ
せ
、
機
器
の
高
機
能
化

や
柔
軟
性
を
付
加
す
る
技
術
で
あ
り
、
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｓ
／
Ｅ
Ｃ
は
、
情
報
を
電
子
化
し
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
組
織
や
工
程
区
分
の
枠

を
超
え
た
情
報
交
換
・
共
有
に
よ
っ
て
事
業

全
体
を
最
適
化
・
効
率
化
す
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
育
成
事
業
で
は
、
メ
カ
ト
ロ
技
術
の

結
集
と
も
い
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
解
体
を
通
じ
た

要
素
技
術
と
シ
ス
テ
ム
技
術
の
講
習
や
、
工

程
全
般
に
関
す
る
基
礎
理
論
や
生
産
管
理
シ

ス
テ
ム
の
設
計
・
開
発
手
法
を
講
義
・
実
習

す
る
。 

　
近
年
は
、
も
の
づ
く
り
の
付
加
価
値
の
多

く
が
、
機
器
の
高
機
能
化
を
実
現
す
る
複
合

技
術
や
、
メ
カ
ニ
カ
ル
部
品
を
電
動
化
・
電

子
制
御
化
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
に

よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｑ
Ｃ
Ｄ

の
革
新
的
な
向
上
に
も
工
程
横
断
的
な
問
題

解
決
や
最
適
化
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
人
材
に
必
要
な
技
術
領
域
と
し
て
こ
れ

ら
の
講
座
内
容
が
選
定
さ
れ
た
。 

　
現
在
の
講
師
は
、
主
に
松
江
高
専
の
ス
タ

ッ
フ
と
技
術
士
会
の
メ
ン
バ
ー
が
多
い
が
、

今
後
の
事
業
の
自
立
化
に
向
け
て
、
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
企
業
が
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
地
域
内
部

で
指
導
者
や
実
習
設
備
・
場
所
を
提
供
し
合

う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
企
業
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
強
化
さ
れ
、
地
域
内
部
の
取
引
増

加
や
技
術
融
合
、
次
世
代
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
も
高
ま
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

　
３
．ま
と
め 

　
津
山
地
域
と
島
根
地
域
の
事
例
は
、
地
域

に
現
存
す
る
産
業
集
積
を
出
発
点
と
す
る
事

例
と
、
次
世
代
産
業
集
積
の
形
成
に
重
点
が

置
か
れ
た
事
例
と
し
て
、
対
照
的
な
も
の
と

捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
地
域
経

済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
人
材
育
成

の
優
先
順
位
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
状
況

に
お
い
て
、
産
業
集
積
内
部
の
自
立
的
な
人

材
育
成
と
し
て
、
試
行
錯
誤
な
が
ら
も
一
歩

を
踏
み
出
し
た
点
は
共
通
し
て
い
る
。 

　
産
業
集
積
内
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
と

次
世
代
を
担
う
若
手
技
術
者
の
競
争
と
融
合

に
よ
り
、
新
た
な
付
加
価
値
創
出
を
実
現
す

る
切
り
札
と
し
て
こ
う
し
た
取
り
組
み
へ
の

期
待
は
大
き
い
。 
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　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 
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①萩原久美子著『迷走する両立支援』太郎次郎社エディタス（301頁,B6判） 
出産後、職場に復帰する女性労働者の割合は約２割と言われ、仕事と育児の両立は厳しい状況にあるが、子
どもをもって働き続けるために必要な条件は、保育所の充実か、育児休業制度の拡充か、はたまた働き方の
見直しか。政府の支援にもかかわらず、目立って状況が改善されない原因を、著者は執拗に問い続けている。 

④中野啓明他編著『ケアリングの現在』晃洋書房（xvi+219頁,A5判） 
心の時代に移りつつあると言われながら、周囲にはストレス原因が横溢し、いやし、ケアが強く求められてい
る。この問題に関して教育、医療、福祉など分野横断的な論文集として編まれたのが本書である。看護や福祉
などの実際と理論の検討を通して、ケアする人とケアされる人の関係等のテーマが政策的に追究されている。 

②吉田良生他編著『国際人口移動の新時代』原書房（viii+261頁,A5判） 
貴種であれ、単純労働者であれ、外国人は敬遠されがちである。移民である外国人は、地域に摩擦をもたら
し、社会的統合等の問題も惹起させると考えられているからである。政府の外国人労働者政策も徐々に変化
しつつあるが、本書は、世界各国の事例を調査し、国際人口移動に関する国際秩序のあり方を検討している。 

⑤山田眞知子著『フィンランド福祉国家の形成』木鐸社（280頁,A5判） 
フィンランドの国際競争力が注目を集めている。本書は、フィンランド福祉国家形成過程を社会サービスと
地方分権の視点から分析、20年前の改革によって地域間格差が解消され、地方分権も推進されたとしている。
在住30年の経験に基づき、手厚い社会保障と国際競争力は矛盾しない、とする著者の主張は説得的である。 

③バーバラ・エーレンライク著『ニッケル・アンド・ダイムド』東洋経済新報社（295頁,B6判） 
ワーキング・プアが流行語となりつつある。フリーターは見慣れた現象となってしまったが、それ以外の、
働いているのに貧困である人の姿はまだ、鮮明には浮かび上がってこない。本書は、著者の体当たり的な参
与観察によって低賃金で生活する、アメリカ下流社会の人々の現実を共感をもって赤裸々に描き出している。 

⑥村串仁三郎著『大正昭和期の鉱夫同職組合「友子」制度』時潮社（428頁,A5判） 
本書は、『日本の伝統的労資関係－友子制度史の研究』に続く、大正、昭和期の友子制度に関する書であり、
おそらく当該テーマについての著者最後の研究書である。労働組合が凋落している現在、鉱夫の労働と生活
面で自治的機能を果たしてきた日本特有の存在である友子制度は、組合運動再生の参考ともなるであろう。 

⑦平澤克彦著『企業共同決定制の成立史』千倉書房（3+5+228頁,A5判） 
⑧北原佳郎著『「ヒト」を生かすアウトソーシング』ファーストプレス（222頁,B6判） 
⑨清家篤編『エイジフリー社会』社会経済生産性本部生産性労働情報センター（228頁,A5判） 
⑩川人博著『過労自殺と企業の責任』旬報社（214頁,B6判） 
⑪石井理恵子編著『ワーキングウーマン事情』同時代社(231頁,B6判） 

⑫兵庫大学附属総合科学研究所編『参画と協働』神戸新聞総合出版センター（331頁,A5判） 
⑬村山元英編著『グローカル経営戦略』文眞堂（476頁,A5判） 
⑭野村忍著『情報化時代のストレスマネジメント』日本評論社（vi+159頁,B6判） 
⑮大成浩市著『木と森にかかわる仕事』創森社（204頁,B6判） 
⑯斎藤貴男著『分断される日本』角川書店（255頁,B6判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 
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今
月
の
耳
よ
り
情
報 

　
以
前
に
も
お
伝
え
し
た
が
、
著
作

権
法
上
、
図
書
館
等
（
図
書
館
と
い

っ
て
も
、
法
律
上
は
限
定
さ
れ
て
お

り
、
民
間
の
専
門
図
書
館
や
小
中
高

校
の
学
校
図
書
館
は
含
ま
れ
な
い
）

は
、
著
作
権
者
の
許
諾
な
く
所
蔵
資

料
の
複
写
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
三
つ
の
場

合
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
「
利
用
者

の
求
め
に
応
じ
…
…
」
と
い
う
の
が

第
一
の
場
合
で
あ
る
。
し
か
し
、
来

館
者
に
求
め
ら
れ
た
場
合
で
も
無
制

限
に
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

①
調
査
研
究
の
た
め
②
公
表
著
作
物

の
③
一
部
分
を
④
一
人
に
つ
き
一
部
、

提
供
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
い
わ

ゆ
る
Ｉ
Ｌ
Ｌ
で
の
複
写
依
頼
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
当
館
の
資
料
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の

九
月
の
当
機
構
の
研
究
員
等
か
ら
の

複
写
依
頼
件
数
一
三
件
に
対
し
、
他

館
か
ら
の
複
写
受
付
件
数
は
一
八
五

件
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
極

端
な
依
頼
と
受
付
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

状
態
に
い
た
っ
た
の
は
、
昨
年
九
月

に
国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）

の
文
献
複
写
等
料
金
相
殺
サ
ー
ビ
ス

に
加
入
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で

な
い
と
、
自
他
と
も
に
個
々
の
複
写

依
頼
・
受
付
毎
に
精
算
し
な
い
と
い

け
な
い
が
、
こ
れ
に
加
入
す
る
と
三

カ
月
分
の
収
入
と
支
出
を
相
殺
し
て

経
理
処
理
が
可
能
に
な
る
。
処
理
量

が
大
幅
に
減
殺
さ
れ
、
事
務
の
合
理

化
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
当
館
が
制
度
に
加
入
し
た
と

た
ん
、
依
頼
件
数
が
急
増
し
た
と
い

う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
付
件

数
が
大
幅
超
過
し
て
い
る
の
は
、
資

料
が
充
実
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

迅
速
な
対
応
も
そ
の
理
由
に
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
る
と
複
写
依
頼
が
殺

到
し
、
処
理
能
力
を
超
え
る
恐
れ
も

あ
る
が
、
お
困
り
の
節
は
、
当
館
の

Ｉ
Ｌ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。
当
館
の
対
応
の
迅
速
さ
が

感
得
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

  

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

　
先
般
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
第
一
人
者
で
あ
る
「
ミ
ク
シ
ィ
」

が
上
場
し
て
注
目
を
集
め
た
が
、
同

じ
く
ブ
ロ
グ
、W

ikipedia

な
ど
の

言
葉
が
マ
ス
コ
ミ
を
飛
び
跳
ね
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
能
動
的
に

利
用
す
るW

eb2.0

の
時
代
に
入
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
に
も

載
っ
て
い
な
い
言
葉
を
、
い
ま
を
と

き
め
くG

oogle

で
検
索
し
て
み
る
と
、

か
な
り
の
量
の
デ
ー
タ
に
瞬
時
に
た

ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
紙
の
辞

書
や
百
科
事
典
は
も
う
完
全
に
時
代

遅
れ
に
な
っ
た
感
さ
え
あ
る
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
収
集
の
姿
を
根

本
的
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

小
子
も
職
場
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
な
い
仕
事
の
や
り
方
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
家
庭
で
閲
覧
す

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
子
ど
も

に
パ
ソ
コ
ン
を
占
領
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
便
利
さ

は
痛
感
し
な
が
ら
も
、
な
け
れ
ば
な

い
で
い
い
や
と
思
っ
て
し
ま
う
か
ら

で
あ
る
。
ケ
イ
タ
イ
も
持
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
が
、
別
に
不
便
は
感
じ

な
い
。
こ
ち
ら
は
便
利
さ
に
目
覚
め

て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、

Ｐ
Ｃ
は
そ
う
で
は
な
い
。
使
わ
な
く

と
も
い
い
と
い
う
断
固
た
る
（
？
）

決
断
の
結
果
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
時
代
に
な
っ
て
本
当
に
生
活
は

豊
か
に
な
っ
た
の
か
疑
問
に
も
思
う

が
、
そ
の
よ
う
な
個
人
的
感
想
は
と

も
か
く
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
も
技
術
的
に
は
夢
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
現
実
の
図

書
館
の
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か
を
悩
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
進
歩
も
ま
た
罪
つ
く
り

な
の
で
あ
る
。 


